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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 72,000 7.7 3,595 227.4 3,694 183.6 3,835 210.8

2025年３月期第３四半期 66,872 1.4 1,098 － 1,302 － 1,234 －

(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 4,531百万円( 384.8％) 2025年３月期第３四半期 934百万円( 268.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 91.84 －

2025年３月期第３四半期 29.57 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 131,577 82,434 61.4

2025年３月期 128,538 78,226 59.6

(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 80,771百万円 2025年３月期 76,564百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 6.00 － 7.00 13.00

2026年３月期 － 8.00 －

2026年３月期(予想) 10.00 18.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 92,700 0.8 3,600 38.9 3,700 47.6 4,100 63.8 98.15

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 41,833,000株 2025年３月期 41,833,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 43,345株 2025年３月期 99,391株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 41,766,649株 2025年３月期３Ｑ 41,745,425株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は

監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用

に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績

予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間(2025年４月１日から2025年12月31日まで)の日本経済は、雇用や所得環

境の改善に伴い、緩やかに回復を続けました。しかしながら、米国の通商政策の影響や物価上昇の継

続による景気の下振れリスク等により、先行き不透明な状況が続いております。

このような経済状況の中、当社グループが主力事業を展開する放送・コンテンツ事業においてスポ

ット収入の増加などにより増収となったほか、ライフスタイル事業においても増収となりました。以

上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は720億円となり、前年同期に

比べて51億２千７百万円（7.7％）の増収となりました。

費用面では売上原価が479億６千５百万円で、前年同期に比べて23億８百万円（5.1％）増加しまし

た。販売費及び一般管理費は204億３千９百万円となり、３億２千２百万円（1.6％）増加しました。

この結果、営業利益は35億９千５百万円となり、24億９千７百万円の増益、経常利益は36億９千４百

万円で23億９千１百万円の増益となりました。また、特別利益に固定資産売却益等を計上したほか、

特別損失に子会社の本社移転費用等を計上しました。

以上の結果、税金等調整前四半期純利益は60億３百万円で39億４千３百万円の増益となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は38億３千５百万円となり、26億１百万円の増益となりました。

セグメントごとの経営成績は、以下のとおりです。

[放送・コンテンツ事業]

放送・コンテンツ事業の売上高は615億４千９百万円となり、前年同期に比べ48億５千２百万円

（8.6％）の増収となりました。テレビのスポット収入やローカルタイム収入が増加したほか、大

阪・関西万博関連の収入が増加したこと等によるものです。増収に伴い営業費用も増加しましたが、

営業利益は32億６千３百万円となり、前年同期に比べて20億４千５百万円の増益となりました。

[ライフスタイル事業]

ライフスタイル事業の売上高は子会社を新規連結したこと等により売上高は104億５千万円となり、

前年同期に比べ２億７千５百万円（2.7％）の増収となりました。営業費用も増加しましたが、営業

利益は３億６千４百万円となり、前年同期に比べて１億８百万円（42.3％）の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べて30億３千８百万円増加し、

1,315億７千７百万円となりました。現金及び預金や有形固定資産等が減少した一方で、有価証券等

が増加したこと等によるものです。

（負債）

負債合計は前連結会計年度末に比べて11億６千８百万円減少し、491億４千３百万円となりまし

た。長期借入金が減少したこと等によるものです。

（純資産）

純資産合計は前連結会計年度末に比べて42億７百万円増加し、824億３千４百万円となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により増加しました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間の業績は想定の範囲内で推移しているため、通期連結業績につきまして

は、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも前回発表予想のとおりとし

ております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,879 19,876

受取手形、売掛金及び契約資産 16,034 17,921

有価証券 5,199 12,003

棚卸資産 1,819 1,797

未収還付法人税等 158 89

その他 4,437 2,746

貸倒引当金 △1 △18

流動資産合計 49,526 54,416

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,706 18,745

土地 16,771 14,510

その他（純額） 7,926 7,402

有形固定資産合計 43,403 40,658

無形固定資産

ソフトウエア 1,264 1,012

ソフトウエア仮勘定 69 37

のれん 618 549

その他 138 131

無形固定資産合計 2,091 1,731

投資その他の資産

投資有価証券 17,354 18,504

退職給付に係る資産 5,593 5,792

その他 10,549 10,460

貸倒引当金 △14 △12

投資その他の資産合計 33,483 34,744

固定資産合計 78,978 77,134

繰延資産

社債発行費 33 26

繰延資産合計 33 26

資産合計 128,538 131,577



朝日放送グループホールディングス株式会社(9405) 2026年３月期 第３四半期決算短信

5

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 50 249

1年内返済予定の長期借入金 511 1,314

未払金 10,118 8,729

未払法人税等 292 1,605

引当金 560 1,765

その他 8,965 7,205

流動負債合計 20,498 20,870

固定負債

長期借入金 4,658 2,628

社債 10,000 10,000

退職給付に係る負債 6,067 6,276

資産除去債務 1,438 1,501

その他 7,648 7,867

固定負債合計 29,813 28,273

負債合計 50,312 49,143

純資産の部

株主資本

資本金 5,299 5,299

資本剰余金 6,026 6,032

利益剰余金 55,765 59,250

自己株式 △57 △24

株主資本合計 67,033 70,557

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,461 4,675

退職給付に係る調整累計額 6,069 5,539

その他の包括利益累計額合計 9,531 10,214

非支配株主持分 1,662 1,662

純資産合計 78,226 82,434

負債純資産合計 128,538 131,577



朝日放送グループホールディングス株式会社(9405) 2026年３月期 第３四半期決算短信

6

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 66,872 72,000

売上原価 45,657 47,965

売上総利益 21,214 24,034

販売費及び一般管理費 20,116 20,439

営業利益 1,098 3,595

営業外収益

受取利息 4 42

受取配当金 235 230

補助金収入 13 －

その他 160 117

営業外収益合計 414 390

営業外費用

支払利息 60 83

持分法による投資損失 77 159

固定資産処分損 26 8

貸倒引当金繰入額 4 －

その他 40 38

営業外費用合計 210 291

経常利益 1,302 3,694

特別利益

固定資産売却益 － 2,435

投資有価証券売却益 854 394

債務免除益 22 －

持分変動利益 － 46

特別利益合計 877 2,876

特別損失

投資有価証券売却損 － 41

子会社移転関連費用 － 525

子会社清算損 120 －

特別損失合計 120 567

税金等調整前四半期純利益 2,059 6,003

法人税等 877 2,155

四半期純利益 1,181 3,847

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△52 11

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,234 3,835
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 1,181 3,847

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 165 1,246

為替換算調整勘定 83 －

退職給付に係る調整額 △392 △529

持分法適用会社に対する持分相当額 △102 △33

その他の包括利益合計 △247 683

四半期包括利益 934 4,531

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 988 4,519

非支配株主に係る四半期包括利益 △53 11
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注１、２)

四半期連結

損益計算書

計上額

(注３)
放送・コンテンツ事業 ライフスタイル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 56,696 10,175 66,872 － 66,872

セグメント間の

内部売上高又は振替高
574 127 702 △702 －

計 57,271 10,303 67,574 △702 66,872

セグメント利益 1,217 256 1,474 △376 1,098

(注)１ セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△702百万円は、セグメント間の取引消去金

額であります。

２ セグメント利益の調整額△376百万円は、セグメント間取引消去３百万円及び報告セグメン

トに帰属しない新規の事業・市場開拓等にかかる費用△379百万円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注１、２)

四半期連結

損益計算書

計上額

(注３)
放送・コンテンツ事業 ライフスタイル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 61,549 10,450 72,000 － 72,000

セグメント間の

内部売上高又は振替高
358 133 491 △491 －

計 61,907 10,584 72,491 △491 72,000

セグメント利益 3,263 364 3,628 △33 3,595

(注)１ セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△491百万円は、セグメント間の取引消去金

額であります。

２ セグメント利益の調整額△33百万円は、セグメント間取引消去５百万円及び報告セグメント

に帰属しない新規の事業・市場開拓等にかかる費用△38百万円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「ライフスタイル事業」において、291百万円の減損損失を計上しております。なお、四半期連

結損益計算書においては、特別損失の「子会社移転関連費用」に含めて計上しております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

減価償却費 2,642百万円 2,661百万円

のれんの償却額 87百万円 73百万円


